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　　　　　　　　　　　　　　（東大）　 宮 地 　健 三

　 妊娠 中毒症時 の 腎機能 を 知 る こ と は 非常に 重 要 で あ

る．こ の 腎機能臉査法 と して は Van 　Slyke，　Smith 等 に

よ り確立 され た ク リ ア ラ ン ス 試驗法 が 最近 廣 く使用 され

て い る。私 も妊娠 中毒症 lf寺に 於け る腎機能 り 推i定 に 資す

る た め 本法 と 同時 に 細胞外液量 ， 循環血漿 （液）流量， ヘ

マ ト ク リ ッ ト値及 び 流酸銅法 に よ る比 重 の 測 定 等 を行 い

次 の 如 ぎ成績を 得 た．

　 實鍮方法 と し て は パ ラ ア ミ ノ 馬尿酸 ソ ーダ と チ オ 硫酸

ツ ーダ とを混 じて こ れ を 點滴諍注す る．

　 LJ・ 腎血漿 〔液）流量 　正 常妊婦 で は 略 1 正 欝馗 の 範園

に あ る．中毒症 も子癇前症の 如 き重 症 洌 に は じ め
’
（低下

を見 る 樣 で，妊娠腎 で は 正 常範圍 に あ つ た．漫性腎炎 の

厩 往壓あ る例 で は著 しい 低下を認 め た．　　　　　　　 、

　 2．絲球軆濾過殖 正 常 妊婦 は略 玄正 常馗を 示すが ，

中毒症例で は 低下 と，上 昇 と を示す者 が あ つ た が
一

般 に

广
倶i下す る領向 に あ る．

　 3・　濾遏率　腎を流れ る 有效 血 漿水分
一
の 何％ が ボ ー

マ

ン 氏 嚢 中に 濾 過 され る か を 強査 し た 結果 1，X，正 常妊婦 よ

り輕度 の 妊娠中毒症患者 に 至 る 迄 は 正 常範園に あ つ た ．

重 症な子 痛前症及び慢性腎炎を 合併 して い る例 で は 上 昇

が 見 ら れ た ．

　 4・ 細胞外液量 ロ ダ ソ ・ソ ーダ負荷 1こ よ リ ロ ダ ソ ス

ペ ース と し て 測定 した 結果 ，正 常妊 婦 で は 亭均 12t ，淨腫
．が 高 度 に な る に つ れ て 墸量 し 中毒症例 の 李均 は 約 20tに

逵 し，1kg あ た りの 値 も著増 して い る．

　 5． 循鐶血 漿量　Evans 　blue 　の 1吩 法 で 測定 した 結

．果 は，正 常妊婦 で ｝よ増量 が 認 め られ る．rFtj ’症例に 於 て

も正 常妊婦 と較 べ 著變 は 見 られ ぬ．

　6．　 ヘマ ト ク リ ツ ト値　正 常婦 人 は 40前後 の 値 を 示す

も の が 多 い が，妊 娠中毒症時 に は 低下 し34〜36の 饐 を と

．る者が多 い ．

　7． GB
，　Gp 　 妊娠 す れ ば

一
般 に 低値 を 示すが ， 中毒

症 例 で も同漾で あ る．

77・ 晩期妊 娠申毒症に於ける腎機能 ， 電解質代

　　 謝 ， 腎血管抵抗 ， 及 び血漿蛋 白に覊い τ

　　（國 立 棄 二 ）　河野通夫，永 島慶 予 ， 罰 島　幸

　症例 は 所謂晩期妊娠中毒症患者總計23例 （内 4 例の 子

癇を含 む） で妊娠前よ り存在 した腎疾患 ， 或は 高血 壓症
は 之 を 除外 した．

　 〔1〕 絲毬體濾過値

　 工5％ Mannitol を使用 し定 量 は Corcoran 　et 　Page に

依 つ た ．ユ6例が 正 常値を ，
5 例 が 低値を 2 例 が 高値を示

し， 不均値 91．9cc！分 に て，正 常非妊婦 の 牛均値 と の 問

に 有意 の 差 を認 め な か つ た が ， 正 常妊娠 10 カ 月の 李均値

　〔lyx．8cc！分）に 比 して 低く， 分娩後 ， 琵褥 6〜IO 日蓬 に

殆 ん ど大多數の 例 が．h昇 し，正 常非妊婦 の 母亭均 の 信鰯

限界を越 えて 居 る．

　 〔II〕 腎 血 漿流量 及 び腎血 流量

　 腎血 漿流量 は 孚數 の 11例は 正 常値以 下 り 値 を 示 し ，
12

例は 正 常値 に て ， 不均直 （392．7ccノ分 ）ぽ 正常非妊婦及 び

正 常妊娠10 カ 月 の 不均値 に 比 し て 何 れ も低 く，大 多 數 は

分 婦 後上 昇 し，議褥 6〜鱒 日に て 正 常非妊婦 の 母亭均 の

信頼限界 の 上 冢 に 迄増加 し て 居 る、腎血流量 ど；，同樣 17例

が 低値 を 示 し，不 均 値 は 587．Occ1分 を得 た．

　 興 〕 絲毬體濾過分劃

　 9 例 は高値を，2 例が低値を，
12例 が 正 常値を示 し，

亭均値 位 242）は 正 常 非 妊婦 に 比 して 高 い が ， 正 常妊 娠

10 ヵ 月 と の 間に は 有意 の 差が 無か つ た．且 つ 大 多數は 分

娩後下降 して 正 常値1こ 復して居る．

　 〔工V 〕 血 漿 中の Nn の 濃慶

　 定 量 は ピ ロ ア ソ チ モ ソ 酸 カ リ法 に 依つ た ．正 常値が 多

く，　5 例が 低有葭を 示 し， 正 常 f直を荒鳶せ る もの も
・一
舟殳：こ ｛弐

く， 平均値は ユ37nコE，i［に て ， 對照 ヲF妊婦 の 準均偵 よ り低

い ．

　 〔V 〕　Na の 絲毬體濾過値

　 2ぴ例行 い ，最高20 ．2mE1 分，晨低4 ．2mE ！分 ，亭 均 12．23

mE1 分 に て 幾分 低い 樣 に 思 わ れ た が ，對照と した 7 例 の

非妊婦 の 亭均 14，26cc！分に 比 して 有意 の 差 が 認 め ら れな

刀 丶
ゼ．yi こ．

　 〔V工〕　尿細管 に 於け る Na の 再 吸牧率

　最高 100％ ， 最低95．5％ に て ， 亭均98．7％ を 示 し，對照

非妊婦 7 例 の 亭均瓸98．4％ と の 間 に 殆 ど 差が 無 い ．

　 〔VII〕　血 漿中の K の 濃度

　定 量 は Cobaltnitrite法 に 依 つ た．正 常値 の もの が 多・

く，正 常範圍を 越 え て 高 い もの ， 或 は 低 い もの が あ つ て

對照例 と の 聞1こ 著差 を 認め な い ．

　 〔VIII］ 竡L液殘餘窒 素，及 び 血漿中の 尿素

　兩者共殆 ん ど全例jj三常値 を 云 した．

　 〔IX〕　 腎．血管 抵抗

　 13例 に 就 き
一D ．M 、　Gom6Z の 式 に 依 り計算 した．全 例

に 至腎抵抗 り 増大が あ り，罕 均 17．538で そ の 内 ， 輸 入 管

抵抗 の 増大 が 主 で全 例に 見 られ，ZF
均 11．655 で あ り， 楡

出管抵抗及び靜脈管抵抗 は 稍 ≧増加す る もの もあ る が 著

明 で な い ．
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　 〔x 〕　 血 漿蛋白の 變 動

　 總蛋 臼量 が 低 い 例 が相當あ り， 殊 に ア ル ブ ミ ソ の 減少

が 殆 ん ど見 られ，α グ ロ ブ リ ソ 次い で β グ P ブ リ ソ の 比

較的増加が 見 ら れ る ．

78． 妊 娠中毒症の 嵐 蟄に關する研麌 ， 特に胎盤

　　 絨毛物質の 宋稍血管 に對す る拘縮作用及び血

　　 壓作用1こ つ し、 て

　　　 （日醫大第 二 ）

　　　　　　　力「［藤正三 ，　菊地 富士 男， 　高橋信夫

　 胎盤絨毛物質 （PS，　PP ）の 500 倍生 理的食鹽水溶液を男
．
子 ， 非妊女 子 ， 妊娠初期及び 末期 の 妊婦，妊娠中毒症妊

，
’Whlこ點 眼 し，點限 直後 よ り時 聞 を追つ て 細隙 燈顯微鏡 を

用 い て 前毛様 11h管 の 動脈枝 と 思われ る もの に つ い て 血流

逑度 ， 血柱 の 幅 ， 血流状態を觀察 した ．そ の 結果 ， （1）

・非妊 の 場 含 は ， 血流速 度 が 早 くな り次 い で 血 柱 の 幅が 狹

・小 と な り血流状態 が變化す る．（2）妊娠 で は，非妊の 場合

に似て い る が そ の 變化の 程度は 強 く， ．且 つ も と に 復す る

に 要す る 時聞 が 長び く．之等 の 變化は も と に 復す る の に

次第次第 に 漸減す る の で tsく， 波賦 の 變化 を 繰返 し て 復

元 す る．（3）妊 娠中毒症 で は 點眼直後直 ち IC血柱 の 幅が

．
細 くな り間 もな く著 し く太 くな り次い で 血 流状態 が變化

す る．J血洗の 速 さは 殆 ど變化をみ ない か 或 は 速さを 減ず

る，要 す る に 非妊妊娠 と も，胎盤絨毛 物質屡液 の 點眼 に よ

り前毛曚動脈 に 作用 して ， そ の 」血流速度，∬i駐 の 輻，血流

1：状態に 變化を來 し，特に 血 液速度 の 變化 が 先ず 目立 ち，

妊 娠 中 毒症 で は 血 柱 の 幅 の 變化が 目立 つ ．PS ，PP共人眼

球 結膜血 管 の 勦賑枝 を拘縮 せ しめ る 作用 が あ り， その 作

用 は PS の 方 が程度が強 い よ うに お もわ れ る，

　 碕 ， 前囘人胎盤絨毛 物質 に は 肝臓」血管 に野 し拘縮作用

が あ る 事 を 報告 した が ，今囘，中樞性 の 影響の な い 末稍

血 管 に 對 す る人胎盤絨毛物質 の 狗縮作用 を鏤討す る た

、め 7Krankow
−Pissemski氏 法に 依 つ て 家兎耳殻血 管灌流

試 驗 を行 つ た ．胎盤絨毛物質（PS，　PR ．　PP）の 1 〜2 ％溶

濃 lcc を 灌流液中に 注入 す る と ， 直 ち に滴數の 減少 が見

られた 。物質 の 製 法 に よ り多少の 差 ば あ る が　い ず れ も

’P月か な 血管 の 拘縮 が 見 られ た ．妊娠例 の み な らず非妊例

に 於て も2 囘注 入 す る事 に よ り彊 い 血管 の 拘縮 が 見 ら れ

た ・両又，子 癇血 清中 に 絨毛物質 と同搬 の 作用 が あ る事
・は 　以 前か ら翼柄の 逋 べ て 來 た 所で あ り， 家兎耳殻灌流

：試驗 に 於 て も肝臓血管に 鬢す る と 同様，子 癇患者 血清中

芝こ は 絨毛物質同腺 血 管 の 拘縮作用 が あ る こ と を知つ た．

　 次 1こ
， Itl［聡測定 は慈憙醫科大學 の 中尾氏 法 に よ り次 の

結果 を 得 た ．即ち ， 非妊 ， 及び，妊娠 の 無麻礬白鼠 の 腹

腟に 胎盤絨毛物質 （PS ，PR ，PP ）を プ 卩 キ ロ 40〜60mg 注射

し ， 15分後か ら72時間後迄 の
一

定時間 の 血壓 の 變動を 觀

察 し た ．各物質何れ も血壓 の 上 昇 が 見 られ ， 血 壓 を 上 昇

させ る 作 用 の 彊 さは 大凡 PS，　PR ，
　F’P の 順で あ り，また

妊娠動物で は 非妊動物 よ り上昇 の 程度 が大 きい 傾向が 見

られ た．妊娠中毒症の 原因 と し て わ れわれ が 主要 な役割

を 演 じて い る と 考 え て 居 る絨毛 物質 に は ， 以 上 の 如 く明

か に 末稍性；こ亅鼠管を 拘 縮 させ ， 且つ
， 血壓を上昇 さ せ る

作用 が あ る こ とが剣明 した．

79 ． 人 胎盤多糖體糠物質の 化學的檢索

　　　　　　　　　　　　　 （熊大〉　 谷 　　照 清

　晩期妊娠中毒症は胎盤多糠體檬物質 に よる ア レ ル ギ ー

性病變で ある と茄來i敷擾は 結論 した が ， 然ら ばそ の 多糖

體様物質 （K ．P．S．〉の 化學的構造｝よ何 で あ る か ，更 に ア レ

ル ギー性機序 に 興 る抗原 と して の 決定基は 何 で あ る か ．

こ れ は當然お こ る疑問 で あ る．そ こ で 私は B 法拙出物質

を 主 と し て 用い
， 以下各種 の 化學的分 析實驗 を 試み た．

　1．諸種蛋白定性反應 　夫 々 エmg の 試料 に つ き 定1’L，k

實驗 を行 つ た が 何 れ も陰 輿 こ 維 つ た ．叉濃鹽酸 に て 24陦

間水解すれ ば ニソ ヒ ド リ ソ 反懸 ， 坂 目 氏反應 の み が 陽性

で あ る．

　2． 誰極糠竝 び に 各種原子 團 に よ る 定 性反應　夫 々

0．1n19の 試料 に つ き定性實驗を 行 つ た 結果 P，S，CHO 一基

NH 濯
・基 を含有 し更 に ア ル ドーぜ を主體 と し，且 つ ウ ロ ソ

酸 を 何 ら か の 型 で 結合 して い る 樣に 擢i察 され る ，両豫想

され た C臨 CO 基 ，
ハ ロ デ y 簇の 鏤出は 未だ不 成功 に 終

つ て い る．

　3．　元素分 析 　從來 の C
，
H

，
N

， の 他 に P，S， を も定 量

した．

　4．　還元糠量 の 測定　 KP 。S を0．01　NHCI で 15分 ，

30分 ， 1 時間 ， 2 時間 ， 4 時間 ， 6 時閻，12時間 ，
24時

間 と 時 間毎 に 加水分 解 し夫 々 に つ い て Hagedern −Jensen

氏法に ょ り還元糟 （d−glucose と して）を測定 した所水解

時 間 に 從 つ て 逐 次 邃 元 謄量 墸 加 し 4 時 間 以 後 は絡始87〜

88％ を維持 し た．fS］7」〈解前の K ．P．S．に も 7 ％ の 邏元糖

を含有 し て い る こ と を認 め た．

　5． ペ ーバ ーク ロ マ ト グ ラ フ に よ る糖及 び ア ミ ノ 酸 の

分 離 　イ 丿 構成糖 の 分離 ：K ．P．S．を0，01NHC 三で 4 時 間

水解後 NaOH で 中和 ， こ れ を フ エ ノ ール ， ブ タ ノ ール

の 溶媒で 展開 し各種呈色試藥 （ペ ソ チ ヂ ソ 酷酸 ， ア ソ モ

ニ ア 性硝酸 鋲，エ trル リ ツ ヒ 氏 試藥） に よ り約 5 コ の 灘

を 分 離 し得 た．そ の 内 グ ル コ ース ，マ ル トース が含有 さ
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